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　3月6日及び9日に行われた代表・個人質問では、6
名の議員が、新年度の財政運営を初めとした市政運
営全般にわたる質問を行い、市長の政治姿勢をただ
しました。主な内容は次のとおりです。

《会派代表制》
稲　田　茂　樹 （同志会）
◎市長の政治姿勢について（財政健全化の取り組み状況
　と見通し）
◎本市のまちづくりについて（下水道認可区域の見直し）
◎道路整備について（県道富士見町線拡幅工事の北進）
○農業振興について
○市立病院について

《個人制》
葛　西　吉　弥 （黎明）
◎坂出市土地開発公社について
○市立病院について
◎道路行政について
○商工行政について
○緩衝緑地及び工業用地について
別　府　健　二 （真政会）
○麻生内閣に対する市長の考えについて
◎坂出市観光協会問題への対応について
◎地元中小企業の活性化対策について
○教育行政について
○国民健康保険について
松　成　国　宏 （公明党議員会）
◎市長の政治姿勢について（文化・芸術の振興策，定額
　給付金・子育て応援特別手当）
○教育行政について
○市民と行政の協働について
○中小・ベンチャー企業の育成について
○健康で思いやりある町づくりについて
冨　岡　利　昭 （日本共産党議員会）
◎市長の政治姿勢について（小泉構造改革の今日的評価）
○金融危機下の地域経済と雇用問題について
○新年度予算について
○福祉行政について
◎坂出市観光協会問題について
松　田　　　実 （社会民主党議員会）
○市長の政治姿勢について
○保育行政について
◎新多目的交通システムについて（デマンドタクシーの
　導入）
○清掃行政について
◎市立病院の耐震化について

◎について質問とその答弁を掲載しています。
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